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カーも関係したアメリカを本部とする太平洋問題調査会（Institute for Pacific 
















済の手を打つこともできなかったことであった．カーは 1947 年 3 月台湾を離
れ，帰国する．
台湾を離れた直後，日本におけるアメリカ研究セミナー計画を起草，計画














会ったことが彼の進路を変えた．蠟山は，国際文化振興会（KBS: the Society 
for the Promotion of International Culture）会長であった近衛文麿（1891〜


































British Council for Relations with Other Countriesだろう．この協会とKBS
は同年に設立されている．KBS機関誌に掲載された次の記事では，KBSの，












しめる必要」を感じ，British Council for Relations with Other Countriesを設
立したのだとしている．
ア メ リ カ 関 係 で は，American Council of Learned Societies（ACLS: 
1919〜）会長モーティマー・グレーヴスの提案を受け，アメリカ人若者の日
本留学を補助し，日米文化事業に当たるべき米国人を養成することを目的とし




めに，在日外国人研究者の発案で，1935 年 10 月 15 日〜12 月 6 日に，「セミ
ナー」「レクチャー」「一般向け講演」で構成されるKBS Seminar-and-Lecture 











I [...] met several Formosan Chinese students, students from Okinawa, and 
from several countries in Asia — Indonesia, Korea, China, Thailand, and 
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India. We had many long talks about British, American, French, Dutch and 






の英語教師として赴任することになる（1937 年 8 月〜41 年 3 月）．前述のと
おり，邱永漢は，カーが台北高等学校に赴任した当時，尋常科第二学年に在籍
していた．邱の上級生で，カーの教えを受けた者には，父（林茂生：1887〜








































ないという内容の自分宛書簡（1946 年 9 月 18 日：失踪の約半年前）に，育
霖失踪後，カーは次の注釈をつけている．
This is from “Prosecutor Wang” (Wang Yun-lin) who was forced to retire 
from legal profession for one year because of his efforts to prosecute case 
of gross misuse of relief goods in Hsinchu. In March, 1947 he was seized 
and killed, first having sent his wife and babies to the American Consulate 























My presence in the Consulate during the current civil disturbances appears to 
have attracted undue attention, including many appeals for official intervention 
and for personal protection, none of which can be entertained [...]. The violent 
deaths and the disappearance of many associates, friends and former students 
has [sic] created a situation which would greatly hamper any further work on 



































































「1947 年 5 月ジョージ・H・カー作成」と記されている“An Institute for 


















ゴヒーンの依頼に応じてカーが作成した忘備録（1956 年 5 月 28 日付）

















同 じ く ゴ ヒ ー ン 宛 の“Background Notes on ‘An Institute for American 

































































自身，1940 年代にIPRアメリカ支部の機関紙であるFar Eastern Surveyに 7 本
の論考を発表している．1942 年と 45 年に出版された記事は，日本からの解放
後の台湾に大きな期待を寄せるものであるが，1947 年 228 事件以降の記事で
は，国民党政府とアメリカの対台湾政策への絶望が色濃い．
カーの辜寬敏35（Richard Koo: 1926〜）宛書簡（GHK4E1047）（1966 年 2
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惧は現実化し，1954 年第 12 回大会には，「セミナー」のメンバーである，ハ
ロルド・フィッシャー，ノブタカ・イケ，バスが参加している36．フーパーに
よれば，1954 年京都大会は，IPRの団体解散の可能性が初めて話し合われ始
めた大会であった（"The Institute” 116）．IPRは 1961 年に解散した．
このような，左翼的とみなされた人物がさまざまな苦難に遭遇したマッカー






















































スタンフォード大学の Stanford Center for Japanese Studies record や John 
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